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論文内容の要旨
私達の研究室(大阪大学薬学部生薬学教室)では，新しい生物活性物質の探索を目的として， 1985年度， 1988年度，
1990年度の 3 回にわたってインドネシアの天然薬物調査研究が行なわれ これまでに300余種の伝承薬(ジャムウ)
および430余種の薬用植物を収集している。著者は，私達の研究室における「インドネシア天然薬物の化学的研究」
の一環として， 1988年度の第二次調査において，東部インドネシアのフローレス島で採集された 3 種の薬用植物
Calotropis gigαntea Dryand (ガガイモ科)の根， Pongαmiapinnαtα(L.) Merr. (マメ科)の樹皮，および Fαgαm
rhetza Roxb. (ミカン科)の樹皮の含有成分について化学的研究を行なった。
まず， 0αlotropis gigαntea の根のメタノールエキスから，既知の α-amyrin methylbutanoate, β-amynn 
methylbutanoate ， α-amyrin acetate ， β-amyrin acetate および既知のカルデノリド類 coroglaucigenin ，
frugoside , 4'-β-D-g 1 ucof rugoside を単離，同定するとともに， 2 種の新規プレグナン配糖体 calotroposide A およ
び B を単離し，それらの化学構造を明らかにした。その中， coroglaucigenin が抗コリン活性 (ED80 10μg/ml) を，
frugoside および 4' 晶 β-D-glucofrugoside が撃縮活性 (ED80 0 .4 μg/ml および 10μg/ml)) を示すことが判った。
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また ， Pong，αmLα pinnαtα の樹皮のメタノールエキスから， 2 種の新規ピラノ帽 β ーヒドロキシカルコン
pongapinone A およびプレニルフラバノンpongapinone B を単離し，それらの全化学構造を明らかにした。インター
ロイキン 1 産生細胞の一つであるラットのマクロファージを用いる実験系において， pongapinone A は IC502.5μg
/ml のインターロイキン- 1 産生阻害活性を示す。
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さらに， ~αgαra rhetza の樹皮のメタノールエキスから，既知化合物として，トリテルペン lupeol ，リグナン d-
sesamine, 4 種のアルカロイド rutaecarpine ， evodiamine , skimmianine , zanthobungeanine を単離，同定するとと
もに， 2 種の新規フェニルプロパノイド O-geranylsinapyl alcohol , O-geranylconiferyl alcohol，新規酸アミド
hazaleamide 2 種の新規リグナン配糖体エステル hazaleanin A , B および 2 種の新規オリゴ配糖体 isopropyl
apioglucoside , 4 -hydroxyguaiacol apioglucoside を単離し，それらの化学構造を明らかにした。その中，
hazaleamide が辛味性およびマラリア原虫クロロキン耐性株に対し，若干弱いけれども増殖抑制活性(Ic切 43μM)
を示すことを明らかにするとともに，さらに数種の誘導体を合成し，脂肪酸部が辛味性発現におよぼす影響を検討し
た。また，リグナン配糖体 hazaleanin A と hazaleanin B のリグナン部分が対掌体の絶対配置を有することが判明し
たので，さらに確認する目的で， hazaleanin A のアグリコンの誘導体の不斉合成を行なった。
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論文審査の結果の要旨
世界各地の伝承薬物から，新しい生物活性物質を探索し医薬素材リード化合物を開拓することは重要な研究課題
である。本論文では，東部インドネシアのフローレス島の薬用植物の化学成分を詳細に解析し，オキシプレグナンの
オリゴ配糖体，ピラノー βーオキシカルコン，リグナン配糖体，酸アミドなどの数多くの新規成分を発見，それらのす
べての化学構造を明らかにしている。そして，それらの中のいくつかが，生物活性物質であることを示している。
以上の成果は，博士(薬学)の学位論文として充分価値あるものと認められる。
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